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これからのコミュニケーションのかたち
菊地宏明 ●Hiroaki Kikuchi

末永く付き合える「友だち」をつくろう！

情報にアピール力をつけるには…

楽しい（!?）未来の生活を垣間見る

『大人のための
友だちのつくり方』

友だち作りというと子供の

頃や学生の頃を思い出してし

まい、今さら友だちを作ること

などめったにないと考えがちに

なる。しかし、その頃でも雑

誌の文通欄がきっかけで知り

合ったペンパルやアマチュア無

線仲間の友人の話を友だちは

していたはずだ。ならば、イン

ターネットでも、世界中に顔

を合わせたこともないけど友だ

ちになれる人がたくさんいるだ

ろう。そう思えるのなら、これ

からもっと友だちを作りたいの

なら、この本は役に立つ。か

つてのフジテレビの名プロデュ

ーサーが交遊録や体験を通し

て、友だちの作り方を思い出

させてくれるだろう。また、こ

の本は友だちが重要な資源で

あることを気づかせてくれる。

第1章の章題「二十一

世紀のキーワード

は友だち」

にある

ように、多

くのビジネス

書などにある人脈

とは異なる友だちという関係が

もたらす情報の伝達の大切さ

や面白さがわかってくる。なる

ほど、WWWの個人ページなど

を見ていても仲間に発信する

ような情報を持っている人ほど

面白いページを作っている

ようだ。インターネット

という強力な情

報手段を使

って友人を

作るのは、と

っても楽しいこ

となのかもしれない。

『未来史閲覧2』

産経新聞の平成8年1月か

ら12月まで連載された「未来

史閲覧」の後半を収録した本。

連載前半は「未来史閲覧」

として、すでに刊行されてい

る。未来史閲覧は、先端技術

のレポートを未来史として1シ

リーズを一週間で連載したも

のだ。この本には、健康、生

活、技術革新、歴史、環境、

番外の6つの章に分類された

25シリーズが取り上げられて

いる。各分野の最先端では今

どのような研究がされていて、

どこまで結果が出ているのかと

いう好奇心を満たしてくれる

本で、百科事典を読んでいる

ときや、かつての少年誌や学

習雑誌の巻頭グラビアページ

を読んでいるときのようなワク

ワクする気持ちにしてくれ

る。いろんな話題において、

パソコンやインターネットが出

てくるのを見ると、これからの

生活の中で情報を扱う道具や

インフラがますます重要になっ

ていくのがわかる。たとえば、

「情報革命が憲法改正を迫る」

シリーズでは、選挙や選挙活

動とパソコン通信やインターネ

ットの関わり合いを解説して

いる。現在、ホームページは

公職選挙法で利用制限がされ

る「文書図画」扱いで選挙運

動には使えないそうだ。安価

で選挙活動が行えるこの方法

の見直しや、インターネット

を使った議事録公開や、電子

投票の可能性を探るなど、そ

の興味は尽きない。

『広告は私たちに
微笑みかける死体』

企業のWWWページ作成者

と話をしたとき、もはやコンテ

ンツは出版メディアと同じであ

ると言われた。今や1人で記

事を書いて、HTMLでレイ

アウトし、画像を貼

りつけてコンテン

ツとして完成させる

クオリティーではないの

である。記事には編集が必

要であるし、過剰なデザイン

を抑制する決断も必要になっ

てくる。まさしく出版社の編

集部と同じ機能を持つチーム

で作り上げられるものなのだそ

うだ。魅力あるページはプロ

の仕事によって作られるよう

だ。さて、この本は、ベネト

ンのカメラマンとして有名な著

者の広告論である。彼の挑発

的で目にした者に鮮烈な印象

を残すベネトンのポスターを見

たことはあるだろう。作品が

生み出されるまでの軋轢や、

発表後の賛否両論の批評など

を交えながら、彼が貫いてき

た広告哲学が語られる。広告

写真という手段でアピールす

ることが、これほどア

グレッシブであるとは認識

していなかった。毒舌的な論

評や、角ばった生き方には批

判的な世論もあるが、本書で

はそれが魅力的でもある。作

成するWWWページにアピー

ル力を持たせたいと考えている

のならば、テクニックに走るだ

けでなく、熱く挑発的な作品

を作り上げる人物や、その人

のスピリッツを知ることも勉強

になるであろう。
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マルチメディアと科学・芸術の対話

各界の著名人が語るユニークなデジタル論

パソ通もインターネットもやりたい人に

『マルチメディア社会と
変容する文化』

WWWをボーッと見ていて

感じるのだが、かつては技術

先行で仕組みはすごいが内容

は薄いページも、徐々に芸術

的な（とは言いすぎかもしれ

ないが）要素を取り込んでい

る。技術が確立していくと、

芸術がその技術を表現の1つ

として取り込んでいくようだ。

その最先端を探るのに最適な

場所ができた。それは東京初

台にある新宿エリアで3番目

に高い建物「東京オペラシテ

ィタワー」の4階に今年4月

19日オープンした「NTTイン

ターコミュニケ

ーション・セ

ン タ ー

（ICC）」だ。ここは、「コミュ

ニケーションというテーマを軸

に、科学技術と芸術文化の対

話を促進し、豊かな未来社会

を構想していくためのミュージ

アム」（ICCパンフレットより）

である。このICCの企画に加

わっていた浅田彰氏が監修し

て、1996年秋に開かれたICC

国際シンポジウム「マルチメ

ディア社会と変容する文化科

学と芸術の対話に向けて」の

記録をまとめたのが本書とな

る。シンポジウムでの資料や

TV放送時にカットされた部分

を収録して加筆修正がなされ、

完成度の高い内容となってい

る。後半はシンポジウムから

はなれて、科学、芸術のクリ

エイター15人のインタビュー

を収録する。

『電脳への提言』

コンピュータやインターネッ

ト、デジタル機器がもたらす

未来に対する意見や提案、現

在の自分との関わり合いを各

界の有識者から集めた本。6

人のインタビュー、61人の寄

稿からなり、大学教授や作家、

ミュージシャン、インターネッ

トサービスプロバイダーとさま

ざまな業種の方からの意見が

エッセイの形で掲載される。2

～8ページほどのボリュームで

多様な意見を目にすることが

できて楽しい。使えないパソ

コンの苦労話あり、これから

のインフラに期待する意見あ

り、飽きさせない。話の中身

も、その道の有識者が語って

いるからおもしろい。写真家

の田中長徳氏のデジタルカメ

ラと職業写真家の話では、カ

メラ店とコンピュータショップ

の違いは「ついでにハッセルブ

ラッドも置いてあるかどうかで

区別する…」なんて、普段新

宿の○○カメラでパソコン用

品を購入する身では笑えない。

また、稲増龍夫教授のエッセ

イでは、テレビゲームでの疑似

体験を、読書を通しての疑似

体験と比較していた。これを

読んだら、ネットサーフィン

をして情報を得る体

験って図書館で

本を探す

ことに

通じる

ものがあ

ると思ったこ

とを思い出した。

デジタル技術に対

する思いを自分以外の

人とくらべてみると楽しい。

『NIFTYManager95で
はじめるNIFTY-Serve

+インターネット』

日本の代表的パソコン通信

NIFTY-Serveは、グラフィカ

ルユーザーインターフェイス

（GUI）を取り入れた専用アク

セスソフトNIFTY Managerを

無償配布し、初心者でもコマ

ンドを使わずにパソコン通信を

利用できるようにした。また、

NIFTY-ServeのIDを持ってい

れば、ダイアルアップPPP接

続によってインターネットへの

アクセスも行える。本書は、

このパソコン通信とインターネ

ットアクセスの2つを一挙に取

り上げた入門書である。必要

なソフトを収めたCD-ROMと

NIFTY-Serveイントロパック

（入会セット）が収められ、

Windows 95ユーザーなら、

モデムかTAとこの本でパソコ

ン通信、インターネットが始

められるスターターキットにな

っている。画面ダンプを多用

し、ステップバイステップで進

んでいき、用語解説が随時必

要な箇所に出てくるため、パ

ソコン操作をしながら読み進

んでいくにはちょうどよい。

NIFTY-Serveやインターネッ

トの魅力はどこにあるのかを最

初に説明しているものの、か

なりサラリと書かれているの

で、パソコンで通信を始めよ

うかと悩んでいるのなら物足り

ないが、あとは一歩踏み出し

て始めるだけと決意した人に

は向いている本だ。モデムと

この本をプレゼントして、電

子メールアドレスを持つ友人

を増やすのも面白い。
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